
 

議案提出者：福井市地域交通課 

 

協議事項１：地域コミュニティバスの運行継続について 

 

１ 運行継続判断について 

地域コミュニティバスの運行継続については、令和４年度に福井市地域コミ

ュニティバス運行支援事業実施要領を改定し、運行開始（もしくは継続）した日

の属する年度を含めた３年間（判断期間）の利用実績の平均を定量的運行継続基

準に照らし、運行継続の有無を決定している。 

また、全ての地域コミュニティバスについて、新型コロナウイルスの影響を鑑

み、令和２年度、令和３年度については判断期間から除き、令和４年度から令和

６年度までの利用実績の平均で運行継続の有無を判断することとなり、令和７

年９月末までは運行継続を認めることとした。 

そのため、令和７年１０月以降の運行を継続するかどうかについて、下記のと

おり協議を行いたい。 

 

（参考）定量的運行継続基準 

①定時定路線 周辺市街地・・・日新、森田 農山漁村地域・・・酒生、岡保、東郷 

 

 

 

 

 

 
 

 
②デマンド 殿下、鷹巣・棗、鶉・宮ノ下・大安寺 

         
 

１便当たり乗車数 

（ジャンボタクシー） 

農山漁村地域 １．５人以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１便当たり乗車数 

（大型バス、マイクロバス） 

１便当たり乗車数 

（ジャンボタクシー） 

周辺市街地 ４人以上 ３人以上 

農山漁村地域 ２.5 人以上 1.5 人以上 
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２ 各地域コミュニティバス利用実績について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用実績 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和4～6年度
（判断期間）

運行継続

乗車人数（人） 6,642 7,003 7,867 21,512

運行回数（回） 1,149 1,147 1,140 3,436

運行1便あたり
乗車人数（人／便）

5.8 6.1 6.9 6.3 継続

乗車人数（人） 1,799 1,747 1,408 4,954

運行回数（回） 705 723 643 2,071

運行1便あたり
乗車人数（人／便）

2.6 2.4 2.2 2.4 継続

乗車人数（人） 2,702 2,423 1,374 6,499

運行回数（回） 880 844 775 2,499

運行1便あたり
乗車人数（人／便）

3.1 2.9 1.8 2.6 継続

乗車人数（人） 1,272 1,233 1,233 3,738

運行回数（回） 317 294 303 914

運行1便あたり
乗車人数（人／便）

4.0 4.2 4.1 4.1 継続

乗車人数（人） 2,951 3,613 6,047 12,611

運行回数（回） 1,446 1,434 1,422 4,302

運行1便あたり
乗車人数（人／便）

2.0 2.5 4.3 2.9 継続

乗車人数（人） 6,517 6,497 6,561 19,575

運行回数（回） 2,627 2,472 2,464 7,563

運行1便あたり
乗車人数（人／便）

2.5 2.6 2.7 2.6 継続

乗車人数（人） 11,073 10,866 11,882 33,821

運行回数（回） 1,396 1,396 1,701 4,493

運行1便あたり
乗車人数（人／便）

7.9 7.8 7.0 7.5 継続

乗車人数（人） 2,977 3,382 2,925 9,284

運行回数（回） 1,291 1,270 1,270 3,831

運行1便あたり
乗車人数（人／便）

2.3 2.7 2.3 2.4 継続

合計 乗車人数（人） 35,933 36,764 39,297

森田地域
（周辺市街地）
４人以上

東郷地域
（農山漁村地域）
１．５人以上

酒生地域
（農山漁村地域）
２．５人以上

鷹巣・棗地域
(デマンド）
１.５人以上

殿下地域
(デマンド）
１.５人以上

鶉～宮ノ下～大安寺地域
(デマンド）
１.５人以上

日新地域
（周辺市街地）
４人以上

岡保地域
（農山漁村地域）
２．５人以上



３ 運行継続判断結果について 

酒生地域、鷹巣・棗地域、殿下地域、鶉～宮ノ下～大安寺地域、岡保地域、森

田地域、東郷地域については、令和４年度から令和６年度までの利用実績の平均

が、ぞれぞれ定量的運行継続基準を満たしているため、運行を継続する。 

日新地域については、令和４年度から令和６年度までの３年間の利用実績の

平均は定量的運行継続基準を下回っている。しかしながら、運行協議会は令和４

年度、令和５年度の利用実績を踏まえて、継続して利用促進に取り組んだ結果、

乗車人数は大幅に増加し、令和６年度は基準を満たしていることから、当面の運

行を継続する。 

（参考）令和７年４～７月の１便あたりの乗車人数：5.2 人／便 

 

運行継続期間：令和７年１０月１日から令和１０年９月３０日（３年間） 

 

 

４ 添付資料 

 ・各コミュニティバス路線図、時刻表 

 

 


